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1　はじめに

何か困ったことがあれば、その問題を解決することが必要です。このことを事業活動に置き換えると、困り事は、ニーズと言えますし、問題解決とは、ニーズを充足する商品開発と言えます。
今回は車椅子の補助ブレーキという福祉分野の商品開発を行っている経営革新計画を紹介したいと思います。

2　事例企業のプロフィールと承認テーマ
グンジ株式会社（以下、同社）は、昭和47年に代表者である郡司勝彦氏（以下、氏）により創業されました。
事業を立ち上げた氏は、「食べていくべく」手がける商材を探していました。そうしていると本屋で、アメリカの雑誌広告を見かけます。内容は、船舶用のエアコンでした。氏はエアコンに詳しいわけではなかったのですが、他社が手がけていない分野でもあったので、このアメリカ企業に接触を図り、晴れてその代理店になることができました
。

しかしながら、このエアコンを船舶に採用してもらうことは困難を伴いました。当時は家庭にもエアコンが普及しているわけではなかったからです。それでも、その商品の特長を根気よく紹介し続けることで、沖縄税関の監視艇「しまかぜ」に搭載が決定します。この採用実績が評価され、官庁関係の船、大手船舶メーカーのエアコンに、採用されていきます。

エアコンは温度をコントロールするものです。氏は船舶用のエアコンの応用品として海水の冷却装置を作って売り出します。この冷却装置は魚の鮮度保持に寄与するもので、この2つの商品群より、事業成長を達成していきます。
　さて、冷却装置等のメーカーとして事業を行っていた氏にある出来事が起こります。氏の母親は高齢のため、車椅子は移動の手段として重要でした。彼女は、車椅子から転倒し、右の大腿骨を折るという大怪我をし、入院生活をすることになります。退院しても、二カ月後には、転倒により、今度は左脚の同じ所を骨折するという不運に見舞われてしまいます。
　これにより、氏は車椅子に関心を持つようになります。とりわけ、車椅子のブレーキは、手元のレバー操作で、車輪の回転を止めます。ただ、このブレーキはかけ忘れるという弱点がありました。このかけ忘れは、車椅子を停止して人が立ち上がる、もしくは車椅子に乗り込むといった動作の際に、車椅子が体から離れて後ろに下がってしまい、事故の原因になります。この部分に注目し、氏は自動でとまる補助ブレーキを研究することにします。既存商品は値段が高いこと、座面から腰が離れると、スポーク間に板を差し込んで車輪をロックする機構のため、ブレーキ動作が遅れ瞬時に停止しない（以下、空走）という欠点
がある等様々なことがわかりました。
結局、市販されている補助ブレーキに満足しなかった氏は、福祉分野の経験はなかったものの、自分で補助ブレーキを作ります。ホームセンター等で部品を購入し、試作を重ね完成します。このプロトタイプは氏の母親が入所している老人ホームの職員の方々にも評判がよかったこと等から車椅子メーカーに販路を求めます。
このような経緯で「車椅子用自動安全ブレーキ「G－Guard」の開発・製造・販売」で平成21年5月に経営革新計画の承認を受けました。現在、「G－Guard」（以下、「新商品」）は、売上の5％以上を占めるまでに至っています。
3　経営革新計画からの示唆

確かに、現時点で10％も満たない分野を成功とするには抵抗があるかもしれません。しかしながら、同社は、福祉分野とはまったく異なる事業を行っており、新規参入したものです。よって、0から立ち上げ、こうして売上実績がある点で好事例とすることができます。
さて、同社の革新計画が上手くいっている要因を考えてみましょう。同社は、ライバル品に比べて機能向上を図ったことにその要因を求めることができます。

まず、新商品の機構は、以下の図のとおりです。車椅子の車輪の内側に穴の開いた円盤を取り付けます。人が車椅子から降り、荷重がかからなくなると、ピンが円盤の穴に刺さり車が止まるものです。これですと、既存品に比べてスポークの間だけ空走することもなく、即時的にブレーキがかかります。つまり、ライバル品に比べて確実にそして、安全に車椅子を停止させ、商品の機能的な優位性を確保しています。
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もうひとつは、汎用性です。この新商品は、発売当初は、2機種の車椅子しか取り付けることができませんでした。氏は車椅子の転倒事故を減らすべくこの商品の普及を目指しているわけですから、多くの機種に取り付けられるようにする必要があります
。氏は、汎用性を持たせるべく機構の改善に取り組みます。その結果15機種まで対応が可能になっているだけでなく、完成した車椅子の後からでも取り付けることができるようになります。
ライバル品に比べて安く、いいものを提供するということを検討し、それを実施していることにこの取組の意義が見出せるでしょう。
4　結びに

同社の事業は上手く立ち上がっています。では、この事業に課題はないのでしょうか。

まず、新商品の情報発信力を挙げることができます。実は、筆者もこの取組を知るまで、車椅子の転倒事故や車椅子の乗り降りの際に空走が起きるということを知りませんでした。新商品は、転倒事故防止に寄与したいということからスタートしています。よって、今後の新商品を普及させるには、車椅子メーカーやそのユーザーに対して、転倒事故の深刻性や新商品による安全の確保を訴えることが必要でしょう。

今後同社は、大学等と連携し、新商品を使うことで転倒事故が減った等のデータ収集に努めることで、情報発信を強化するとしています。

次に、実際に使ってもらう手段の確保の充実です。新商品は機能的には優れています、ライバル品に比べて安価といえども、普及させるには高価な状況にあります。
そのため、あらかじめ新商品を搭載したレンタル車椅子を普及させることで、ユーザー層を広めることを検討しています。
最後になりましたが、本事例の掲載に当たり、ご教示いただきましたグンジ株式会社代表取締役郡司勝彦様に対し、この場を借りて厚くお礼を申し上げます。

企業名：グンジ株式会社


事業内容：船舶用エアコン、冷却装置等の輸入ならびに製造


従業者数：10名（平成23年10月現在）


住所：大阪市福島区海老江１丁目９番１２号


URL：http://www.gunji.co.jp/








�　「大企業なら多くの商材のひとつになって販売努力がおろそかになるが、当社に扱わせてもらえるなら、一生懸命に販売する」とアピールしたという（2011年10月18日の氏へのインタビュー）。


�　ブレーキ加重がかかる度に、スポークに大きな負荷が加わり、スポークが変形しがちとなる弱点があります。


�　新商品の販売スタートは、平成18年5月です（� HYPERLINK "http://www.gunji.co.jp/about/history.html" �http://www.gunji.co.jp/about/history.html�）。


革新法承認では、スタート時のいわゆる一品ものの生産体制から多くの機種に取り付けを可能する汎用化の取組が評価されました。





PAGE  
1

